
身の回りにある科学

多くの樹木のある場所が涼しい理由

暑い日に公園や森の中に入ると、街の中よりも涼しく感じることがありま
す。それには、主に三つの理由があります。一つ目は、木が日光をさえぎ
ることです。木の葉が太陽の光を受け止めるため、地面や建物が直接熱く
なるのを防ぎます。アスファルトやコンクリートは日光を浴びると高温に
なりますが、木の影の下では温度の上昇が抑えられます。二つ目は、蒸散
という働きです。木は根から水を吸い上げ、葉の表面から水蒸気として空
気中に出しています。水が蒸発するときには、周囲の熱を奪う性質があり
ます。そのため、木が多い場所では、空気の温度が自然に下がります。大
きな木は一日に数百リットルもの水を蒸散させることがあり、これは小型
のエアコンに近い冷却効果があると言われています。三つ目は、地面の状
態の違いです。土や草は、水分を含んでいるため、熱をためこみにくい性
質があります。一方、舗装された道路は熱をたくわえ、夜になってもなか
なか冷えません。このような理由から、緑の多い場所は都市部より気温が
低くなります。最近では、ヒートアイランド現象を和らげるために、街の
中に木を植える取り組みが世界中で進められています。


